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 は じ め に
日本における女性の管理職の比率は，欧米に比べて少ないものの，男女雇用機会均等法
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(1995) は，大手百貨店の大卒女性は男性と同様に昇格しながらも ｢女性職務｣ に引き寄
せられ，男性とは異なる立場 ｢グレー・ゾーン｣ に位置していることを見出した。また，
大内 (2003) は，均等法以降でも女性の基幹労働者 (いわゆる総合職など) が少ないとい
う入り口の狭さの問題があることを指摘する。
２ 二つのキャリア研究：ワークキャリアとライフキャリア
大内 (1999) (2003) の研究は，それまでの女性管理職が，入社後の処遇という仕事面
56
に焦点を置いて，男性と異なることを明らかにしている先の研究 (八代 1984，中村 1988)
とは一線を画す。すなわち，仕事面 (組織側の視点に立ったワークキャリア) のみならず，
























支援制度 (樋口 1991，脇坂 2001) や有給休暇の消化の推進 (小倉 2006)5)，マイナス要因































































































































































































































職種 事務職 事務職 管理職 事務職
企業規模 1000人以上 ５～９人 10～29人 10～29人
注：色のついた部分は，本人が「管理職」の年。
パネル調査において,「技能・作業職」とは「工員, 警察官, 電話交換手, ワープロ作業者, 運






















































役に立ったか 役に立った 役に立った 役に立った
自己啓発 行った 不明 不明 なし
▲
D




















研修の有無 不明 不明 不明 不明 なし
自己啓発 なし 不明 不明 なし
▲
F




































































サンプル 生活時間 ５年前 ４年前 ３年前 ２年前 １年前 昇進年 １年後 ２年後 ３年後 ４年後
Ａ
本人
仕事時間 480 420 480 480
家事･育児時間 600 180 180 243 240
夫
仕事時間 480
家事･育児時間 0 0 0 0
Ｂ
本人
仕事時間 0 0 0 0 360 480
家事･育児時間 660 360 480 180 300 180 120 182 120
夫
仕事時間 600 600 600 660 720 720 600 600
家事･育児時間 123 60 0 0 0 0 0 0 0 0
Ｃ
本人
仕事時間 120 243 240 420 360 480 483
家事･育児時間 660 363 360 360 420 360
夫
仕事時間 660 720 780 720 603 600
家事･育児時間 3 0 3 0 3 3 1
Ｄ
本人
仕事時間 2 840 720 720 600 600 600 600
家事･育児時間 480 60 0 0 183 120 180 120
夫
仕事時間 2 840 840 900
家事･育児時間 0 0 0 0
Ｅ
本人
仕事時間 480 420 480 480 483 480 480
家事･育児時間 480 300 240 240 240 180 300
夫




仕事時間 0 480 0 600




































習会｣ への参加が ｢管理職｣ 昇進と連動している。
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② 個人の意識要因：結婚経験者 (５名) については，管理職になることで，仕事の継続
に前向きな考えを持っている。
③ 職場状況要因：｢管理職｣ 経験者の職場では，必ずしも WLBを考慮した制度が整っ
ているとはいえない。しかし，｢管理職｣ になると労働時間が増える傾向にあるもの
の，６名中４名が法定労働時間内である。












休暇消化の推進などの企業の支援が求められた (脇坂 2001，小倉 2006)。それと比較して，
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